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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業収益を背景に設備投資や雇用環境の改善が進むな

ど、緩やかな回復基調が続きましたが、米中貿易摩擦に伴う中国経済の減速懸念により先行き不透明感が増してき

ました。当社グループの経営環境につきましては、ハーメティックモータやプリント配線板の需要が高水準であり

ましたが、電力会社の経営効率化推進や原材料価格上昇の影響などにより厳しさが増してきました。

こうした環境の中、当社グループは中期経営計画2018「確かな技術で未来をひらく」のもと、最終目標の達成に

向け一丸となって努力するとともに、配電系統高度化機器の販促活動やプリント配線板、ハーメティックモータの

生産能力拡大など、将来の事業拡大・強化に向けた取り組みを推進してまいりました。

この結果、連結業績につきましては、売上高は前年同期比4.2％増の586億2千3百万円となりましたが、利益につ

きましては電力機器事業の売上減少や回転機事業の原価率悪化の影響により減益となりました。営業利益は33億1千

9百万円（前年同期比20.6％減）、経常利益は37億8千4百万円（前年同期比16.1％減）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は26億1千5百万円（前年同期比15.2％減）となりました。

セグメント別の業績は、以下のとおりです。

電力機器事業

前期好調であった配電線自動電圧調整器や制御機器の販売減少の影響が大きく、減収減益となりました。売上

高は202億7千9百万円（前年同期比9.3％減）、セグメント利益は31億3千9百万円（前年同期比20.9％減）となり

ました。

回転機事業

ハーメティックモータやプリント配線板の販売が好調でしたが、原材料価格上昇や売上構成の変化により原価

率が悪化し減益となりました。この結果、売上高は383億4千4百万円（前年同期比13.1％増）、セグメント利益は

13億4千3百万円（前年同期比5.2％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明
当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ9百万円減少し886億6千2百万円とな

りました。

流動資産は、前連結会計年度末と比べ1億2千2百万円増加し639億2千2百万円となりました。これは主に、現金及

び預金の増加38億8千6百万円、受取手形及び売掛金の減少31億3千8百万円、電子記録債権の増加7億3千8百万円、棚

卸資産の増加20億9千4百万円、有価証券の減少36億3千8百万円によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ1億3千1百万円減少し247億3千9百万円となりました。これは主に、有形固

定資産の減少1億4百万円、投資その他の資産の減少5千5百万円によるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末と比べ10億6千6百万円減少し362億2千8百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末と比べ7億4千1百万円減少し270億円となりました。これは主に、支払手形及び買

掛金の減少1億1千4百万円、電子記録債務の増加5億7千7百万円、未払費用の減少9億9千7百万円、未払法人税等の減

少2億4百万円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末と比べ3億2千5百万円減少し92億2千7百万円となりました。これは主に、長期借入

金の減少3億9千万円によるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ10億5千6百円増加し524億3千4百万円となりました。これは主に、利益剰

余金の増加17億6千1百万円、その他有価証券評価差額金の減少3億6千3百万円、為替換算調整勘定の減少3億8千4百

万円によるものであります。

自己資本比率は、前連結会計年度末と比べ1.2％増加し58.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
平成31年３月期の業績予想につきましては、平成30年10月31日の決算発表時点から変更ありません。なお、実際

の業績は今後の様々な要因によって異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,391 17,278

受取手形及び売掛金 21,906 18,768

電子記録債権 6,295 7,034

有価証券 9,438 5,799

商品及び製品 3,900 4,165

仕掛品 3,566 5,103

原材料及び貯蔵品 4,287 4,579

その他 1,031 1,210

貸倒引当金 △17 △16

流動資産合計 63,799 63,922

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,036 5,767

機械装置及び運搬具（純額） 3,689 3,545

工具、器具及び備品（純額） 907 986

土地 4,053 4,053

リース資産（純額） 533 538

建設仮勘定 211 435

有形固定資産合計 15,431 15,327

無形固定資産 165 193

投資その他の資産

投資有価証券 5,799 5,806

繰延税金資産 2,715 2,545

その他 959 1,030

貸倒引当金 △200 △164

投資その他の資産合計 9,274 9,218

固定資産合計 24,871 24,739

資産合計 88,671 88,662
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,701 13,587

電子記録債務 4,585 5,163

短期借入金 2,631 2,525

1年内返済予定の長期借入金 1,863 1,926

未払費用 3,056 2,059

未払法人税等 321 117

その他 1,580 1,620

流動負債合計 27,741 27,000

固定負債

長期借入金 3,404 3,013

繰延税金負債 39 72

退職給付に係る負債 5,432 5,502

その他 676 639

固定負債合計 9,552 9,227

負債合計 37,294 36,228

純資産の部

株主資本

資本金 4,053 4,053

資本剰余金 2,208 2,208

利益剰余金 42,190 43,951

自己株式 △14 △14

株主資本合計 48,437 50,197

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,488 1,125

為替換算調整勘定 1,511 1,126

退職給付に係る調整累計額 △659 △618

その他の包括利益累計額合計 2,341 1,633

非支配株主持分 598 602

純資産合計 51,377 52,434

負債純資産合計 88,671 88,662
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 56,241 58,623

売上原価 46,477 50,027

売上総利益 9,763 8,596

販売費及び一般管理費 5,584 5,276

営業利益 4,179 3,319

営業外収益

受取利息 21 23

受取配当金 114 133

持分法による投資利益 155 144

為替差益 ― 14

屑消耗品売却額 82 102

その他 168 180

営業外収益合計 542 598

営業外費用

支払利息 91 87

為替差損 48 ―

その他 72 45

営業外費用合計 211 133

経常利益 4,509 3,784

特別利益

固定資産売却益 2 3

投資有価証券売却益 17 ―

ゴルフ会員権売却益 ― 12

特別利益合計 20 15

特別損失

固定資産売却損 68 0

固定資産除却損 22 8

減損損失 135 ―

特別退職金 ― 16

特別損失合計 226 25

税金等調整前四半期純利益 4,303 3,775

法人税、住民税及び事業税 1,068 766

法人税等調整額 136 359

法人税等合計 1,205 1,126

四半期純利益 3,098 2,649

非支配株主に帰属する四半期純利益 12 33

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,085 2,615
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 3,098 2,649

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 418 △368

為替換算調整勘定 104 △406

退職給付に係る調整額 49 40

持分法適用会社に対する持分相当額 3 △2

その他の包括利益合計 576 △736

四半期包括利益 3,674 1,912

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,655 1,907

非支配株主に係る四半期包括利益 19 4
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分

に表示しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位:百万円）

報告セグメント

電力機器 回転機 計

売上高

外部顧客への売上高 22,350 33,890 56,241

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ―

計 22,350 33,890 56,241

セグメント利益 3,970 1,416 5,386

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位:百万円）

利益 金額

報告セグメント計 5,386

全社費用(注) △1,207

四半期連結損益計算書の営業利益 4,179

　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　報告セグメントに帰属しない固定資産のうち、使用見込みがなくなった遊休資産について、帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては135百万円であります。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位:百万円）

報告セグメント

電力機器 回転機 計

売上高

外部顧客への売上高 20,279 38,344 58,623

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ―

計 20,279 38,344 58,623

セグメント利益 3,139 1,343 4,482

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位:百万円）

利益 金額

報告セグメント計 4,482

全社費用(注) △1,162

四半期連結損益計算書の営業利益 3,319

　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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